
　四国大学文学部書道文化学科は、「書道に親しむ」から「書道を楽しむ」、さらに「書道を活かす」へと
発展させ、書道文化の専門的探求を目指すユニークな学科です。
　書道文化学科の学生たちは、書道の「技術」「歴史」「理論」などを探求していく中で書道文化を理解し、
また書の作品制作を通して自己を表現することを学ぶと共に、新たなことを創造する発想力を身につけて
いきます。学生が身につけた力は書道以外の分野でも応用範囲が広く、卒業後には様々な職業の中でそれ
を活かして活躍しています。
　私たち教員も、教育と研究の責務を果たすべく日々取り組んでいます。この展覧会は、学科の専任と
非常勤の教員が書法研究発表の場として年一回開催し、今年で38回目を迎えました。時期をずらして２会場
で開催します。なにとぞ御高覧のうえ、御教示賜りますようお願い申し上げます。            　（出品者一同)

 （題字揮毫：辻　尚子、　背景：吉野川橋）
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第38回　四国大学文学部書道文化学科第38回　四国大学文学部書道文化学科

【プラザ展】
　　会期　2024年８月２日（金）～４日（日）10：00～18：00
　　場所　四国大学交流プラザ３Fキャンパスギャラリー
　　　　　（徳島市寺島本町西２丁目35－８　電話088-602-4858）

【学内展】
　　会期　2024年８月５日（月）～24日（土）9：00～18：00
　　　　         　（但し、10～18日は休館）
　　場所　四国大学書道文化館１Ｆギャラリー
（徳島市応神町古川）　電話０８８－６６５－９７０５
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太　田　　剛（仙鳩） 〈教授〉
　　「慮」
　　「自作の言葉」（破体書）  
　　「薬食同源」
　　「名位瀑布詩」（細川林谷）
　　「Open the door」

辻　　尚　子（紅雲） 〈教授〉
　　白居易詩
　　「守破離」
　　『方丈記』の一節（鴨長明）
　　松尾芭蕉の句

森　上　洋　光（洋光） 〈教授〉
　　「光臨」

　　「臨 毛公鼎銘」

渡　邉　周　一（星舫） 〈准教授〉
　　「列子語他」
　　「缶廬詩他」
　　「蘇軾語他」
　　「帰馬放牛」

田ノ岡　大　雄〈講師〉
　　「Portable ArtMuseum sawa」
　　　　　　　　　 　（松尾芭蕉の句）
　　「Portable ArtMuseum www」
　　　　　　　　　 　（柴田佐和子の句）
　　「Portable ArtMuseum tsuki」
　　「夕」（よみ人知らず）
　　「源氏物語作中歌―幻―」（紫式部の歌）

黒　田　賢　一〈客員教授〉
　　「すずめ」（長塚　節の句）

川　尾　朋　子〈特認教授〉
　　「臨 懐素草書千字文」

上　田　　　普〈非常勤講師〉
　　「沈黙」

鹿　倉　壮　史（碩齋） 〈非常勤講師〉
　　「竜虎相搏」

黒　木　知　之〈非常勤講師〉
　　「桃」

小　竹　正　高〈非常勤講師〉
　　「宙掴む」（山口誓子の句）

松　村　茂　樹〈非常勤講師〉
　　「『書の語られ方 日本篇』あとがきより」
                                        （自作）

出  品  目  録

〒771－1192　徳島市応神町古川
四国大学
学際融合研究所　言語文化研究部門
TEL 088（665）1300
FAX 088（665）8037

ホームページ
https://www.shikoku-u.ac.jp/education/gakusai-yugo-labo/lc-dep/


